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鉄道橋におけるＰＣグラウト充填評価のための電磁パルス法試験の適用 
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１．はじめに 

ＰＣ橋におけるグラウトは，ＰＣ鋼材を保護し，

本体構造物と一体化させることで，部材の耐荷力お

よび耐久性を確保する重要な役割を担っている。こ

のグラウト充填評価に関しては，数多くの非破壊検

査事例が報告されている。一般的に，ＰＣ横締鋼棒

が複数連続して破断しなければ問題のない設計と

なっているが，構造物長期健全性確保の観点から，

グラウト充填評価を合理的に行える技術の検証が

必要である。 

当社では，東海道新幹線のＰＣ横締鋼棒に衝撃弾

性波法試験を適用した実績があり，鋼棒端部の後埋

めモルタル撤去の必要がない合理的な手法を検証

している１）。しかし，平林ら２）は衝撃弾性波法によ

る伝搬速度で 1本の鋼棒単位としてグラウト充填不

足が認められた場合においても，充填不足範囲を具

体的に特定することは難しいとしていることから，

角田ら３）が供試体試験にて実績を残している電磁パ

ルス法を実橋のＰＣ横締鋼棒に適用し，充填不足範

囲を非破壊検査で特定することを目的とした。 

２ 衝撃弾性波法試験 

２．１ 試験概要 

衝撃弾性波法試験概要を図－1 に示す。打撃位置

は端部アンカープレート下部直下のコンクリート

表面とし，ＡＥセンサ（140kHz 共振型）の取付位置

は，両側の端部アンカープレート下部直下のコンク

リート表面とした。なお，弾性波入力は鋼球を使用

し，一定の方法で打撃している。 
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２．２ サンプリング試験 

施工会社の異なる４つのＰＣ橋りょうにて，無作

為にサンプリングした横締鋼棒に対し，衝撃弾性波

試験を行った。その結果，受振した弾性波の伝搬速

度が比較的大きいと認められた，即ちグラウト充填

不足の可能性があると考えられたＡ橋りょうにて，

全数の横締鋼棒を試験することとした。 

２．３ Ａ橋りょうの概要 

Ａ橋りょうはポストテンション方式のＰＣ桁で，

支間 15m の上下線別桁構造，主桁 4本とはね出し部

から構成されている。それらを一体化しているのが

片線 21 本のＰＣ横締鋼棒であり，はね出し部まで

緊張している鋼棒と，主桁のみ緊張している鋼棒が

交互に配置されている構造である（図－2）。また，

鋼棒（φ＝24mm）には，約 30t の緊張力を与える設

計となっており，シースは鋼製（φ＝35mm）である。 

２．４ 衝撃弾性波法試験の結果 

Ａ橋りょうのＰＣ横締鋼棒全数に衝撃弾性波法

試験を行い，Ｐ波の伝搬速度，入出力比の２つを指

標としてグラウト充填評価を行った。その結果，佐

藤ら１）の研究の知見から，Ａ橋りょうでは一定程度

の横締鋼棒グラウトが部分充填，あるいは未充填で

ある可能性のあることが判明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図－２ Ａ橋りょう概要 
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図－１ 衝撃弾性波試験概要 
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